
個別栄養最適食（AI食）技術は、個人の体と食データの解析に基づいて体データに関与する栄養素

を個別に特定し、健康・目標実現のために最適な食事を提案する「個人データ駆動型」食ヘルスケ

アサービスを提供でき、従来の規格基準型のサービスより高い効果や継続性が期待できる。本事業

では市販食品を活用したAI食ビジネスの実現を目的にアプリ・サービス開発や実証試験を実施した。

・NEWTRISHのマネタイズ検証を行いProduct Market Fitを達成、ビジネスモデルを確立
・食品事業者との連携により市販食品をユーザー個別に提案するOne-to-Oneマーケティング事業を実現
・多様な市販食品の提案やデータ入力簡易化で利便性を高め誰でも継続できるサービスとして普及

既存の食ヘルスケアサービスは平均化された科学的エビデンスに基づいており、個人の体質・生活習慣
等に合わせた対応ができないため、個人に効果をもたらす食品の選択や実効的な健康を実現できない。本
事業では、個人の食と体のデータ解析に基づいて健康・目標実現のための食を個別提案する食の個別栄養
最適化（AI食）技術を搭載したAI食サービスのMVP※アプリ「NEWTRISH」を用いて、市販食品を取り
入れたAI食による健康実現のための技術・サービス開発を目的とした。

セルフケア個別栄養最適化による健康実現ビジネスモデルの構築
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誰でも美味しく無理なく継続できる健康実現ビジネスを展開
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NEWTRISHアプリ改良個人の解析結果に基づいて
最適な市販食品を個別提案

NEWTRISHのUI/UXを改良し、誰でも自分に合った食品から食べたいものを選択して健康・目標実現
を目指すことができるAI食サービスを設計した。フェーズ1で確認したNEWTRISHユーザー個別に提案し
た市販食品の高い訴求力に基づいて、食品事業者と連携するためのNEWTRISHデータ活用方法の開発や
市販商品提案シミュレーションを実施した。その他、NEWTRSHを用いたAI食の効果検証試験やユーザー
獲得のための情報発信方法の構築を行い、事業化のための新規事業実施体制を整えた。

※Minimum Viable Product：実用最小限の製品

一人ひとりに食の効果を届けるための「個別栄養最適食（AI食）」

市販食品を取り入れたAI食で便利に健康・目標実現

目標達成のための栄養
摂取状況の見える化

目標達成に役立つ
食品の提案

カロリーや糖質量を減らさない栄養調整が可能

① 体重予測モデル式作成と関与栄養成分特定

体重 = -0.0043糖質-0.0057ﾋﾞﾀﾐﾝC-0.031鉄
+0.025ﾋﾞﾀﾐﾝB6+0.082ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ+68.2

体重 摂取栄養成分量

個人の毎日のデータ

糖質、ﾋﾞﾀﾐﾝC、鉄 増量

体重を減らす栄養成分

ﾋﾞﾀﾐﾝB6、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ 減量
体重を増やす栄養成分

② モデル式に基づく栄養調整でAI食設計

目標

 体重減少
独自解析

個人に紐づくデータ解析で体データに
関する栄養素を個別に特定しAI食設計

健康・目標実現！

体重減少の
ためのAI食

ユーザーA

ユーザーB

改善栄養素：ｶﾙｼｳﾑ、ﾀﾝﾊﾟｸ質
改悪栄養素：ﾋﾞﾀﾐﾝC、鉄

改善栄養素：ﾋﾞﾀﾐﾝD、脂質
改悪栄養素：亜鉛、ﾋﾞﾀﾐﾝA
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